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物理学者の寺田寅彦(1878－1

腫瘍を記

は，1923年9月1日の関東大震災の直後

「天災は忘れた頃に来る」「人間は何度同じ災害に会っても決して利口になら

ぬものである」と述べています．大震災のみならず，日常の誤診や医療ミス

に置き換えても通じる含蓄の深い言葉だと思います．

初期の診断・治療の誤りが直接生命予後に影響を与える骨軟部腫瘍におい

ては，腫瘍の見逃しや不本意な治療例を時に経験し，痛い思いをすることが

あります．骨軟部腫瘍は，1例1例の経験の積み重ねが最も大切であり，失敗

が起きた時ではなく，起きていない平時から，日々緊張感を持って診療に臨

む必要があります．中でも骨肉腫は，整形外科医の日常診療において，見逃

しは許されない重要疾患です．骨肉腫の発見の歴史は古く，すでに5000年前

のエジプトのミイラから，3例の骨肉腫がX線検査により発見されていま

す．また，ペルーのインカ遺跡のミイラや先史ハワイアンの人骨資料からも

骨肉腫が発見されています．特に，骨形成が強い症例では保存が良好で，ス

ピクラ状骨膜反応などが原型に近い状態で残っています．本邦でも，縄文時

代の福島県三貫地貝塚や古墳時代の大分県木の上古道古墳から，転移性骨腫

瘍を疑う骨がいくつか発掘されています．江戸時代には華岡青洲が自らの症

例集に手書きで種々の骨

疫反応，

録していますが，この中にも骨肉腫らしい

腫瘍『骨瘤』が記載されています．このような国外，国内の貴重な過去の歴

史，遺産を謙虚に研究し，今後の診療や研究に役立てることが現代に生きる

われわれの使命であると思います．

今月号の論述および臨床経験では，『骨肉腫の治療効果判定における画像評

価』，『骨外性骨肉腫に対する化学療法』が取り上げられています．この機会

に，骨肉腫の最新の知見を再確認し，理解を深めていただけましたら幸いで

す．「最新基礎科学/知っておきたい」では，『セマフォリン』を解説していた

だきました．セマフォリンは，骨代謝のほか，免

ど，医工

神経の再生，血管

形成，癌の進展など様々な領域で重要な役割を果たしており，整形外科の多

くの疾患においても，今後，必ず注目されていく分子であると思われます．

また，「整形外科/知ってるつもり」では，『類骨骨腫のラジオ波焼灼術』，「臨

床経験」では，『工学系動作解析』な

報告であ

連携による新技術の紹介がされ

ています．『木村氏病』他3編の「症例報告」は，稀少ではありますが，いず

れも整形外科医にとって有益な

を楽しん

り，ぜひ知っておくべき疾患と考え

ます．バラエティに富む本号 ．

(吉川

で下さい

秀樹)
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